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㊙
 
令
和

4
年
度
（

2
0
2
2
年
度
）
熊
本
県
労
働
条
件
等
実
態
調
査

 

 
調
査
票

 

こ
の
調
査
は
、
統
計
法
（
平
成

1
9
年
法
律
第

5
3
号
）
第

2
4
条
に
基
づ
き
総
務
大
臣
に
届
出
を
行
っ
て
い
る
届
出
統
計
調
査
で
す
。

 
 

統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
さ
れ
た
り
、
貴
事
業
所
を
特
定
で
き
る
事
業
所
名
な
ど
の
固
有
情
報
が
公
表
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
一
切

 

あ
り
ま
せ
ん
の
で
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 

 
【
記
入
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い
】

 
●

 回
答
に
あ
た
っ
て
は
、
会
社
全
体
で
は
な
く
、
こ
の
調
査
票
の
送
付
先
貴
事
業
所
の
み
の
状
況
に
つ
い
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

●
 特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
令
和
４
年
６
月
３
０
日
現
在
の
状
況
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

●
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、
調
査
票
を
返
信
用
封
筒
に
入
れ
、
令
和
４
年
１
０
月
１
４
日
（
金
）
ま
で
に
御
返
送
く
だ
さ
い

 

（
切
手
は
不
要
で
す
）
。
（
締
切
日
以
降
に
こ
ち
ら
か
ら
確
認
さ
せ
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

 

●
 正
社
員
が
５
人
未
満
の
事
業
所
は
、
回
答
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
手
数
で
す
が
、
下
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話

等
の
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
正
社
員
に
は
、
事
業
主
・
役
員
は
含
み
ま
せ
ん
：
注
）
参
照
。

 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

 

〒
8
6
2
-8

5
7
0
 
熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
６
丁
目
１
８
番
１
号

 

熊
本
県
商
工
労
働
部

 
労
働
雇
用
創
生
課

 
労
働
企
画
班

 
 
担
当

: 
馬
原
（
マ
ハ
ラ
）
、
奥
村
（
オ
ク
ム
ラ
）

 
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
６
－
３
３
３
－
２
３
３
８

 
 
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
－
３
８
１
－
６
９
７
０

 
   
事
業
所

 

所
在
地

 

 （
〒

 
 
 
 
－

 
 
 
 
 
 
） 

    
ご 記 入 者 

部
課
名

 
 

 

 

（ふ
りが

な）
 

氏
 名

  (
 
 
 
 
 

  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

) 

事
業
所
名

 

 

電
 
話

 

F
A

X
 

（ 
 
 
 
 
 
） 

（ 
 
 
 
 
 
） 

※
 
ご
回
答
内
容
に
つ
い
て
、
不
明
な
点
な
ど
お
尋
ね
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
記
入
願
い
ま
す
。

 

１
 
事
業
所
の
概
要

 

(1
) 

 
労
働
者
数
に
つ
い
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
（
事
業
主
・
役
員
は
除
き
ま
す
）

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
単
位
：
人
）

 

労
働
者

数
 

合
計
人
数

(Ｄ
) 

(A
)+

(B
)+

(C
) 

常
用
労
働
者

 注
（
ア
）

 
臨
時
労
働
者
数

 
注
（
ウ
）

 

(C
) 

正
社
員
・
正
職
員
数

 

 
 

 
 

 
注
（
ア
）

 

(A
) 

正
社
員
・
正
職
員
以
外
の

人
数

 
 

注
（
イ
）

 

(B
) 

02
 
男

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

0
3
 
女

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

0
4
 
計

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
  

 ※
人
数
は
右
詰
め
で
、
該
当
者
が
い
な
い
場
合
は
「
０
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 (
B
)に

回
答
し
た
場
合
、
次
ペ
ー
ジ
の
設
問

(4
)に

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
お
答
え
く
だ
さ
い

 

【
記
入
上
の
注
意
】

 
 

(ｱ
) 

「
常
用
労
働
者
」
と
は
、
次
の
①
～
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
労
働
者
を
い
い
ま
す
。

 

 
①

 
期
間
を
定
め
ず
に
雇
わ
れ
て
い
る
人

 

 
 
 
 
 
 
  
②

 
１
か
月
以
上
の
期
間
を
定
め
て
雇
わ
れ
て
い
る
人

 

(ｲ
) 

「
正
社
員
・
正
職
員

(A
)」

と
は
、
常
用
労
働
者
の
う
ち
、
正
社
員
・
正
職
員
と
し
て
い
る
人
を
い
い
ま
す
。

 

 
「
正
社
員
・
正
職
員
以
外

(B
)」

と
は
、
常
用
労
働
者
の
う
ち
、
正
社
員
・
正
職
員
と
し
て
い
る
人
以
外
で
、
「
嘱
託
・
契
約
社
員
」

「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
」
「
ア
ル
バ
イ
ト
」
又
は
そ
れ
に
近
い
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
人
を
い
い
ま
す
。

 

(ｳ
) 

「
臨
時
労
働
者

(C
)」

と
は
、
１
か
月
未
満
の
期
間
を
定
め
て
雇
用
し
て
い
る
人
や
日
々
雇
用
し
て
い
る
人
（

(B
)以

外
の
「
嘱
託
・

 

契
約
社
員
」
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
」
「
ア
ル
バ
イ
ト
」
）
な
ど
常
用
労
働
者
の
定
義
に
当
て
は
ま
ら
な
い
人
を
い
い
ま
す
。

 

注
) 
事
業
主
の
家
族
で
、
実
際
に
労
働
者
並
み
の
賃
金
・
給
与
を
受
け
て
働
い
て
い
る
人
は
「
常
用
労
働
者
」
又
は
「
臨
時
労
働
者
」
に

含
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
役
員
（
取
締
役
、
理
事
な
ど
）
で
、
事
務
職
員
、
労
務
職
員
を
兼
ね
て
一
定
の
職
務
に
就
き
、
一
般
職

員
と
同
じ
給
与
規
則
に
よ
っ
て
給
与
を
受
け
て
い
る
人
は
「
常
用
労
働
者
」
に
含
め
て
く
だ
さ
い
。

 

人
 

人
 

人
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 (
2
) 
正

社
員

・
正

職
員

の
管
理
職
数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
（
人
数
を
記
入
）

 
 

  
  

 
 (
単
位
：
人

) 

管
理
職

数
 

合
計
人
数

 
(A

)+
(B

)+
(C

) 
係
長
相
当
職

 
(A

) 
課
長
相
当
職

 
(B

) 
部
長
相
当
職

 
(C

) 

0
5 

男
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

0
6
 
女

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

0
7 

計
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
  
  
  
 ※

人
数
は
右
詰
め
で
、
該
当
者
が
い
な
い
場
合
は
「

0
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 

【
記
入
上
の
注
意
】

 
  

  
 
※
こ
こ
で
の
「

管
理

職
」

と
は
、

 

  
・

 事
業
所
の
組
織
系
列
の
各
部
署
に
お
い
て
、
配
下
の
係
員
等
を
指
揮
監
督
す
る
役
職
の
ほ
か
、
専
任
職
、
ス
タ
ッ
フ
管
理
職
等
と

 

呼
ば
れ
て
い
る
役
職
を
含
み
ま
す
。

 

 
・
部
長
・
課
長
等
の
役
職
名
を
採
用
し
て
い
な
い
場
合
や
、
次
長
等
役
職
欄
に
な
い
職
に
つ
い
て
は
貴
事
業
所
の
実
態
に
よ
り
、
ど
の

 

 
役
職
に
該
当
す
る
か
適
宜
判
断
し
て
い
た
だ
き
、
管
理
職
に
相
当
す
る
者
が
全
員
計
上
さ
れ
る
よ
う
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

・
 係
長
相
当
職
に
は
主
任
ク
ラ
ス
も
含
み
ま
す
。

 

・
 「
正
社
員
・
正
職
員
」
に
該
当
し
な
い
者
（
事
業
主
・
役
員
等
）
は
含
み
ま
せ
ん
。

 
  

(3
) 
正

社
員
・
正

職
員

の
採
用
状
況
（
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
１
年
間
に
採
用
し
た
人
数
を
記
入

 

 
し
て
く
だ
さ
い
。
）

 

  
  

  
  

  
  

 （
単
位
：
人
）

 

採
用
者

数
 

合
計
人
数

 

(A
)+

(B
) 

新
規
学
卒
者

 

(A
) 

中
途
採
用
者

 

(B
) 

08
 

男
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

09
 

女
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

1
0
 

計
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
  

  
  

  
  

 ※
人
数
は
右
詰
め
で
、
該
当
者
が
い
な
い
場
合
は
「

0
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
  
 
 
 
【

記
入

上
の

注
意

】
 

「
新
規
学
卒
者
」
と
は
令
和

3
年

3
月
に
学
校
等
を
卒
業
し
た
者
、
「
中
途
採
用
者
」
と
は
新
規
学
卒
者
以
外
の
者
を
指
し
ま
す
。

 

本
社
・
本
部
・
本
所
等
で
採
用
さ
れ
、
事
業
所
に
異
動
・
赴
任
し
て
き
た
正
社
員
・
正
職
員
も
含
み
ま
す
。

 

  

(4
) 

(1
)で

正
社

員
・

正
職

員
以

外
を
雇
用
し
て
い
る
と
し
た
事
業
所
の
み
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

正
社

員
・

正
職

員
以

外
を
雇
用
し
て
い
る
理
由
は
何
で
す
か
。

 
 
（
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
に
〇
）

 

 

1
1
 

経
営
状
態
に
応
じ
た
雇
用
調
整
が
可
能
な

 

た
め

 
1
 

   

 

正
社
員
・
正
職
員
の
育
児
・
介
護
休
業
等
の

 

代
替
の
た
め

 
5
 

一
時
的
な
繁
忙
に
対
応
す
る
た
め

 
2
 

高
齢

者
の

継
続

雇
用

ま
た

は
再

雇
用

の
 

 

た
め

 
6
 

人
件
費
等
の
経
費
の
節
約
の
た
め

 
3
 

専
門
的
業
務
に
対
応
す
る
た
め

 
7
 

正
社
員
・
正
職
員
を
確
保
で
き
な
い
た
め

 
4
 

そ
の
他
（

 

 

）
 

8
 

人
 

人
 

人
 

人
 

人
 

人
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  ２
 
賃
金
制
度

 

(1
) 
正

社
員

・
正

職
員

の
賃
上
げ
実
施
状
況
（
令
和
３
年
７
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
６
月
３
０
日
ま
で
の
間
）
に
つ
い
て
、
該
当

 

す
る
番
号
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
（
〇
は
１
つ
）

 

 

12
 

賃
上
げ
（
定
期
昇
給
を
含
む
）
を
実
施
し
た

 
1
 

一
時
金
で
対
応
し
た

 
2
 

賃
上
げ
（
定
期
昇
給
を
含
む
）
と
一
時
金
の
対
応
を

 
 

両
方
行
っ
た

 
3
 

賃
上
げ
せ
ず
に
、
据
え
置
い
た

 
4
 

賃
金
を
引
き
下
げ
た

 
5
 

 
 

【
記

入
上

の
注

意
】

 

全
員
の
状
況
が
同
一
で
な
い
場
合
は
、
割
合
の
多
い
実
施
状
況
を
１
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

 
 

 
(2

) 
正

社
員

・
正

職
員

に
対
す
る
昨
年
の
冬
季
（
令
和
３
年
）
一
時
金
と
今
年
の
夏
季
（
令
和
４
年
）
一
時
金
の
支
給
状
況
に

 

つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。
（
〇
は
１
つ
）

 
 

  
令

和
３

年
冬

季
 

（
9
月

～
翌

年
2
月

）
 

1
3 

支
給

し
た

 

 1
 

支
給

し
て

 
い

な
い

 
2

 

３
 
労
働
時
間

 

(1
) 

正
社

員
・

正
職

員
の
就
業
規
則
等
で
定
め
ら
れ
た
１
日
の
所
定
労
働
時
間
及
び
週
の
所
定
労
働
時
間
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
（
単
位
：
時
間
・
分
）

 

正
社

員
・

正
職

員
1
人

当
た

り
の

所
定

労
働

時
間

 

1
5
 

1
日
当
た
り

 
 

 
時
間

 
 

 
分

 

1
6
 

1
週
当
た
り

 
 

 
時
間

 
 

 
分

 

 
【

記
入

上
の

注
意
】

 

（
ｱ）

就
業
規
則
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
い
る
時
間
（
始
業
時
刻
か
ら
終
業
時
刻
ま
で
の
時
間
か
ら
、
休
憩
時
間
を
差
し
引
い
た
労
働
時
間
）
を

 
 
  

 
  

 
 

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
曜
日
、
週
に
よ
っ
て
労
働
時
間
が
異
な
る
場
合
は
、
平
均
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 

（
ｲ）

職
種
に
よ
り
所
定
労
働
時
間
が
異
な
る
場
合
は
、
最
も
労
働
者
の
多
い
職
種
に
つ
い
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 

（
ｳ）

変
形
労
働
時
間
制
を
採
っ
て
い
る
場
合
、
年
間
を
平
均
し
た

1日
・

1週
当
た
り
の
定
め
ら
れ
た
労
働
時
間
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 ※

 
法
定
労
働
時
間
は
、

1
日

8
時
間
、
週

4
0
時
間

で
す
。
た
だ
し
、
常
時

1
0
人
未
満
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
商
業
、
映
画
・
演
劇
業
、

  
 
  

 

接
客
娯
楽
業
、
保
健
衛
生
業
の
各
事
業
所
に
つ
い
て
は
、

1日
8時

間
、
週

44
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

  
令

和
４

年
夏

季
 

（
3
月

～
8
月

）
 

1
4 

支
給

し
た

 

 1
 

支
給

し
て

 
い

な
い

 
2

 

※
休
憩
時
間
・
残
業
時
間
は
含
み
ま
せ
ん
。

 

【
記

入
上

の
注

意
】

 

※
賃
上
げ
に
は
、
定
期
昇
給
・
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
・
諸
手
当
の

 

 
改
訂
な
ど
に
よ
る
賃
金
の
引
き
上
げ
を
含
み
ま
す
。

 
 

 
 
定
期
昇
給

 
  
あ
ら
か
じ
め
労
働
協
約
・
就
業
規
則
等

 

 
定
め
ら
れ
た
制
度
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
昇

給
の
こ
と
で
、
一
定
の
時
期
に
毎
年
増
額

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

 
 

 
ﾍﾞ
ｰｽ
ｱｯ
ﾌﾟ

 
  
賃
金
表
の
改
定
に
よ
り
賃
金
水
準
を
引
き

上
げ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

 
  
一

 
時

 金
 
  
毎
月
支
給
さ
れ
る
給
与
以
外
に
支
給
さ
れ

る
臨
時
給
与
の
総
称
（
賞
与
・
ボ
ー
ナ
ス
、 

 
 

 
 

 
 期

末
手
当
な
ど
）
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(2
) 

正
社
員
・
正
職
員
の
１
人
平
均
の
年
次
有
給
休
暇
（
令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
１
２
月
３
１
日
ま
で
の
１
年
間
）

 

に
つ
い
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 

 ＜
１
人
平
均
の
年
休
取
得
状
況
＞

 

〇
付
与
・
取
得
に
関
す
る
期
間
の
区
切
り
の
期
間
（
年
休
年
度
）
に
つ
い
て
は
、

 

  
会
社
独
自
の
も
の
を
基
準
に
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

 

 
 
（
例
え
ば
、
令
和

3
年

4
月

1
日
～
令
和

4
年

3
月

3
1
日
の
１
年
間
な
ど
）

 

 

〇
年
度
途
中
に
採
用
・
退
職
・
休
職
し
た
正
社
員
に
つ
い
て
は
除
外
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
〇
付
与
日
数
に
は
前
年
繰
り
越
し
分
を
含
め
ず
、
取
得
日
数
に
は
繰
り
越
し
分
も

 
 

 
 

含
め
て
実
際
に
取
得
し
た
日
数
を
回
答
く
だ
さ
い

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

実
際
に
消
化
し
た

1
人
当
た
り
の
平
均
日
数

 
 

 

 
 

継
続
勤
務
年
数
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
１
人
当
た
り
の
平
均
日
数
（
前
年
か
ら
の
繰
り
越
し
分
は
含
み
ま
せ
ん
）

 
 

  
＜
参
考
：
年
次
有
給
休
暇
付
与
日
数
＞

 

■
使
用
者
は
、
労
働
者
が
雇
い
入
れ
の
日
か
ら

6
か
月
間
継
続
勤
務
し
、
そ
の

6
か
月
の
全
労
働
日
の
８
割
以
上
を
出
勤
し
場
合
に
は
、

 

原
則
と
し
て

1
0
日
間
の
年
次
有
給
休
暇
を
与
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

（
※
）
対
象
労
働
者
に
は
管
理
監
督
者
や
有
期
雇
用
労
働
者
も
含
ま
れ
ま
す
。

 
 

 

継
続
勤
務
年
数

 
6
か
月

 
1
年

 

6
か
月

 

2
年

 

6
か
月

 

3
年

 

6
か
月

 

4
年

 

6
か
月

 

5
年

 

6
か
月

 

6
年

 

6
か
月
以
上

 

付
与
日
数

 
1
0
日

 
1
1
日

 
1
2
日

 
1
4
日

 
1
6
日

 
1
8
日

 
2
0
日

 
  
 

 ■
 2

0
1
9年

4
月
か
ら
、
全
て
の
企
業
に
お
い
て
、
年

1
0
日
以
上
の
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
が
時
季
を
指
定

 

し
て
取
得
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

 

（
出
典
：
厚
生
労
働
省
「
年

5
日
の
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得
（
わ
か
り
や
す
い
解
説
）
」
（
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
）

 

      
(3

) 
令
和
３
年
７
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
６
月
３
０
日
ま
で
の
間
に
子
を
出
産
し
た
正

社
員

・
正

職
員

、
又
は
配
偶
者
が

 

出
産
し
た
正

社
員

・
正

職
員

数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

ま
た
、
そ
の
う
ち
育
児
休
業
を
取
得
し
た
正

社
員

・
正

職
員

数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 

（
単
位
：
人
）

 

正
社

員
・

正
職

員
の
育
児
休
業
に
つ
い
て

 
合

 計
(A

)+
(B

) 
男

(A
) 

女
(B

) 

18
 

出
産
し
た
女
性
正
社
員
・
正
職
員
数

 

又
は
配
偶
者
が
出
産
し
た
男
性
正
社
員
・
正
職
員
数

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

19
 

 
上
記
の
う
ち
、
育
児
休
業
を
取
得
し
た
正
社
員
・

 

正
職
員
数

 

（
開
始
予
定
の
申
出
を
し
て
い
る
者
も
含
む
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
  
  
  
 ※

人
数
は
右
詰
め
で
、
該
当
者
が
い
な
い
場
合
は
「
０
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

  
【

記
入

上
の

注
意
】

 
 

規
定
は
な
い
が
、
正
社
員
・
正
職
員
の
申
出
に
よ
り
法
に
基
づ
い
て
育
児
休
業
を
取
得
さ
せ
る
場
合
も
含
み
ま
す
。

 
 

 

1
7
 

有
給
休
暇

 
付
与
日
数

 

（
年
間
１
人
平
均
）

 
(前

年
繰
越
分
を

 
除
く

) 

有
給
休
暇

 
取
得
日
数

 

（
年
間
１
人
平
均
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  

  
  

 
 

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
  

  
  

 
小
数
点

 
 

  
  

  
小
数
点

 

  
 （

小
数
点
第
２
位
を
四
捨
五
入
）

 

人
 

人
 



- 
5

 -
 

  

（4
） 
令
和
３
年
７
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
６
月
３
０
日
ま
で
の
間
に
介
護
休
業
及
び
介
護
休
暇
を
取
得
し
た
正

社
員

・
正

職
員

、
 

 
又
は
正

社
員

・
正

職
員

以
外

の
数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 

（
単
位
：
人
）

 

正
社

員
・

正
職

員
の
介
護
休
業
・
休
暇
に
つ
い
て

 
合

 計
(A

)+
(B

) 
男

(A
) 

女
(B

) 

20
 

介
護
休
業
を
取
得
し
た
正
社
員
・
正
職
員
数

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

21
 

介
護
休
暇
を
取
得
し
た
正
社
員
・
正
職
員
数

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
人
数
は
右
詰
め
で
、
該
当
者
が
い
な
い
場
合
は
「
０
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 

（
単
位
：
人
）

 

正
社
員
・
正
職
員
以
外
の
介
護
休
業
・
休
暇
に
つ
い
て

 
合

 計
(A

)+
(B

) 
男

(A
) 

女
(B

) 

22
 

介
護
休
業
を
取
得
し
た
正
社
員
・
正
職
員
以
外
数

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

23
 

介
護
休
暇
を
取
得
し
た
正
社
員
・
正
職
員
以
外
数

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
人
数
は
右
詰
め
で
、
該
当
者
が
い
な
い
場
合
は
「
０
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
  

【
記

入
上

の
注

意
】

 
 

 
介

護
休

業
 
と
は
、

2
週
間
以
上
の
期
間
に
わ
た
り
常
時
介
護
が
必
要
な
対
象
家
族
を
介
護
す
る
た
め
の
休
業

 

・
対
象
家
族

1
人
に
つ
き
通
算

9
3
日
に
達
す
る
ま
で
、

3
回
を
上
限
と
し
て
分
割
取
得
可
能

 
 

 
介

護
休

暇
 
と
は
、
要
介
護
状
態
に
あ
る
対
象
家
族
の
介
護
や
世
話
を
す
る
労
働
者
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
休
暇

 

・
1
年
度
で

5
日
間
取
得
可
能

 

・
要
介
護
状
態
に
あ
る
対
象
家
族
が

2
人
以
上
の
場
合
は

1
0
日
を
限
度
と
し
て
取
得
可
能

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（
令
和

4年
6月

30
日
現
在
）

 

 

 (5
) 

 育
児
休
業
者
及
び
介
護
休
業
者
の
代
替
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。

 
 
（
〇
は
１
つ
）

 

 

  
 

【
記
入
上
の
注
意
】
 

 
 

・
2
つ
以
上
を
併
用
し
て
い
る
場
合
は
、
実
績
と
し
て
多
い
方
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 

・
上
の
設
問
(3
)及

び
（
4
）
の
欄
の
実
績
が
な
い
場
合
で
も
、
企
業
・
組
織
内
の
規
則
や
慣
例
が
あ
れ
ば
〇
を
つ
け
て

 

 
く
だ
さ
い
。

 

 24
 

代
替
要
員
（
契
約
社
員
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
等
）
を
採
用
す
る

 
1
 

派
遣
労
働
者
を
活
用
す
る

 
2
 

社
内
の
他
の
部
・
課
か
ら
配
置
転
換
す
る

 
3 

代
替
要
員
は
配
置
し
な
い

 
4
 

人
 

人
 

人
 

人
 

- 
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 -
 

  ４
 誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

 

①
 
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）

 
 

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
」
と
は
、
「
老
若
男
女
誰
も
が
、
仕
事
、
家
庭
生
活
、

 

地
域
社
会
、
個
人
の
自
己
啓
発
な
ど
、
様
々
な
活
動
に
自
ら
希
望
す
る
バ
ラ
ン
ス
で
展
開
で
き
る
状
態
」
を
い
い
ま
す
。

 
 

(1
) 
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
に
配
慮
し
た
職
場
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。
（
〇
は
１
つ
）

 

2
5
 

取
り
組
ん
で
い
る

 
1
 

今
後
取
り
組
む
予
定
で
あ
る

 
2
 

今
の
と
こ
ろ
取
り
組
む
予
定
は
な
い

 
3
 

わ
か
ら
な
い

 
4
 

 
(2

) 
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
に
配
慮
し
た
職
場
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
実
施
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

 

ま
た
、
今
後
実
施
し
た
い
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

 （
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
に
〇
）

 

 

 

 

実
施

し
て

い
る

 

実
施

し
た い
 

  

 
実
施

し
て

い
る

 

実
施

し
た い
 

2
6
 

 

育 児 ・ 介 護 関 係
 

育
児
休
業
制
度

注
（
ｱ）

 

 
（
法
定
以
上
の
内
容
）

 
1
 
 
 

 1
 
 
 

  働 き 方 改 革
 

 

テ
レ
ワ
ー
ク
（
在
宅
勤
務
等
）

 
1
2
 

1
2
 

介
護
休
業
制
度

注
（
ｲ）

 

 
（
法
定
以
上
の
内
容
）

 
2
 

2
 

勤
務
地
の
限
定

 
 
（
転
勤
の
制
限
）

 
1
3
 

1
3
 

介
護
休
暇
制
度

注
（
ｳ）

 

（
法
定
以
上
の
内
容
）

 
3
 

3
 

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
や
時
差
出
勤

 
な
ど
の
多
様
な
働
き
方
体
系

 
1
4
 

1
4
 

子
の
看
護
休
暇
制
度

注
（
ｴ）

 
 
（
法
定
以
上
の
内
容
）

 
4
 

4
 

業
務
体
制
・
分
担
の
見
直
し

 
1
5
 

1
5
 

事
業
所
内
保
育
施
設
の
設
置

 
5
 

5
 

残
業
の
削
減

 
1
6
 

1
6
 

育
児
に
関
す
る
経
済
的
支
援

  
 

 
（
保
育
料
や
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
代
の

 
 

 補
助
等
）

 
6
 

6
 

休
暇
取
得
の
促
進

 
1
7
 

1
7
 

介
護
に
関
す
る
経
済
的
支
援

 
 

 
 

 
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
補
助
等
）

 
7
 

7
 

従
業
員
の
生
産
性
向
上

 （
室
内
環
境
の

 改
善
な
ど
）

 
1
8
 

1
8
 

復
職
へ
の
支
援

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
社
内
報
等
に
よ
る
休
業
中
の

 
 

  
 

  
  
情
報
提
供
、
復
職
後
の
研
修
等
）

 
8
 

8
 

外
国
人
材
の
活
用

 
1
9
 

1
9
 

健 康 管 理 関 係
 

産
業
医
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
機
会

の
設
定

 
9
 

9
 

非
正
規
雇
用
の
処
遇
改
善

 
（
同
一
賃
金
同
一
労
働
な
ど
）

 
2
0
 

2
0
 

従
業
員
の
健
康
づ
く
り
、
病
気
の
予
防

 
措
置
・
治
療
等
に
対
す
る
支
援

 
1
0
 

1
0
 

 そ の 他
 

そ
の
他
（
具
体
的
に

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
【
例
】

 
  
〇
社
長
が
残
業
削
減
目
標
を
公
表
し
、
全

 
 

 
社
で
共
有

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〇
立
っ
た
ま
ま
の
会
議
で
時
短

 
 

 
 

 
〇
管
理
職
又
は
全
社
員
が
受
け
る
働
き
方

  
 

 
改
革
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催

 

2
1
 

 

2
1
 

 
健
康
に
関
す
る
管
理
職
研
修
や

 
従
業
員
へ
の
講
話
の
機
会
の
設
定

 
1
1
 

1
1
 

【
記

入
上

の
注

意
】

 

育
児
休
業
・
介
護
休
業
・
看
護
休
暇
制
度
の
法
定
基
準
（
令
和

4
年

6
月

3
0
日
現
在
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

貴
事
業
所
に
お
い
て
、
こ
の
基
準
以
上
の
規
定
が
あ
れ
ば
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 

（
ｱ）

「
育
児
休
業
」
・
・
・

 子
が
満

1
歳
に
な
る
ま
で
（
両
親
と
も
に
取
得
す
る
場
合
は

1歳
2ヶ

月
に
な
る
ま
で

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
上
限

1年
間
、
ま
た
、
法
で
定
め
ら
れ
た
一
定
の
条
件
の
場
合
は
最
長

2歳
に
な
る
ま
で
）

 
 

 
 

（
ｲ）

「
介
護
休
業
」
・
・
・

 対
象
家
族

1人
が
要
介
護
状
態
に
至
る
ご
と
に
、

3回
を
上
限
と
し
て
介
護
休
業
を
分
割
し
て
、
通
算

9
3日

ま
で

 

（
ｳ）

「
介
護
休
暇
」
・
・
・

 1
年
度
に
お
い
て

5日
（
そ
の
介
護
、
世
話
を
す
る
対
象
家
族
が

2
人
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

10
日
）
を
限
度

 

（
ｴ）

「
子
の
看
護
休
暇
」
・

 小
学
校
就
学
前
の
子
の
看
護
。
子
が

1人
の
場
合
は
年

5
日
、

2
人
以
上
の
場
合
は
、
年

10
日
ま
で

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 時

間
単
位
で
始
業
時
間
か
ら
連
続
又
は
終
業
時
間
ま
で
連
続
し
て
取
得
可
能
（
令
和

4
年

1
月

1
日
施
行
）

 



- 
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 -
 

  ②
 
テ
レ
ワ
ー
ク

 
  

「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
と
は
、
「

IC
T
を
活
用
し
時
間
や
場
所
に
捉
わ
れ
な
い
、
柔
軟
な
働
き
方
」
を
い
い
ま
す
。

 

 

(1
) 

「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
の
導
入
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 
 
（
〇
は
１
つ
）

 

       

(2
) 

(1
)の

設
問
で
「

3
」
又
は
「

4
」
と
回
答
し
た
事
業
所
の
み
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
を
導
入
し
て
い
な
い
理
由
は
何
で
す
か
。

 
 
（
〇
は
３
つ
ま
で
）

 

2
8
 

テ
レ
ワ
ー
ク
に
適
し
た
仕
事
が
な
い

 
1
 

 
生
産
性
が
低
下
す
る

 
6
 

必
要
性
が
わ
か
ら
な
い

 
2
 

セ
キ
ュ
リ
テ
イ
が
担
保
で
き
な
い

 
7
 

社
員
・
職
員
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

 
3
 

導
入
プ
ロ
セ
ス
が
わ
か
ら
な
い

 
8
 

導
入
経
費
が
か
か
る

 
4
 

そ
の
他
（
具
体
的
に

 

 

）
 

9
 

 
人
事
管
理
・
評
価
等
が
難
し
い

 
5
 

 

③
 
女
性
の
活
躍
推
進
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
）

 

(1
) 

貴
事
業
所
で
は
、
「
女
性
の
活
躍
推
進
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
）
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。
（
〇
は
１
つ
）

 
 

  
 

 

 

 

注
）
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」
と
は
、
固
定
的
な
性
別
に
よ
る
男
女
の
役
割
分
担
意
識
や
過
去
の
経
緯
か
ら
、
男
女

 
 

 

労
働
者
の
間
に
生
じ
て
い
る
差
を
解
消
し
よ
う
と
、
個
々
の
企
業
が
行
う
自
主
的
か
つ
積
極
的
な
取
組
を
い
い
ま
す
。

 

＜
参
考
：
取
組
の
具
体
例
＞

 
(ｱ

) 
女
性
の
勤
続
年
数
の
伸
長
・
・
・

 
育
児
・
介
護
休
業
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
た
制
度
を
上
回
る
両
立
支
援
措
置
の
導
入
な
ど
。

 
（
仕
事
と
家
庭
の
両
立
）

 
 

 
  

  
  

 

(ｲ
) 
女
性
の
職
域
拡
大
・
・
・
・
・
・

 
女
性
が
い
な
い
（
少
な
い
）
職
種
等
へ
の
配
置
の
た
め
に
、
必
要
な
教
育
訓
練
・
研
修
を

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
実
施
す
る
な
ど
。

 
(ｳ

) 
女
性
の
採
用
拡
大
・
・
・
・
・
・

 
職

場
ご

と
に

女
性

従
業

員
比

率
の

数
値

目
標

を
設

定
し

、
計

画
的

に
女

性
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
比
率
を
高
め
る
な
ど
。

 
(ｴ

) 
女
性
管
理
職
の
増
加
・
・
・
・
・

 
昇
進
・
昇
格
基
準
の
明
確
化
、
透
明
化
を
図
る
な
ど
。

 

(ｵ
) 
職
場
環
境
・
風
土
の
改
善
・
・
・

 
女
性
の
み
が
事
務
所
の
掃
除
を
行
う
こ
と
等
、
性
別
役
割
分
担
意
識
に
基
づ
く
慣
行
の

 
 

見
直
し
な
ど
。

 
 

2
7
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
以
前
か
ら

 

導
入
し
て
い
る

 
1
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
を
受
け
て

 

初
め
て
導
入
し
た

 
2
 

現
時
点
で
導
入
で
き
て
い
な
い
が

 

今
後
、
導
入
し
た
い

 
3
 

今
後
も
導
入
す
る
予
定
は
な
い

 
4
 

2
9
 

す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る

 
1
 

今
後
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る

 
2
 

今
の
と
こ
ろ
取
り
組
む
予
定
は
な
い

 
3
 

わ
か
ら
な
い

 
4

 

次
ペ
ー
ジ
の

 
設
問
④
「
外
国
人
の
雇
用
状
況
」

 
に
進
ん
で
く
だ
さ
い

 

 次
ペ
ー
ジ
の

 
設
問

(2
)「

女
性
の
活
躍
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
な
い
理
由
」
に
お
答
え
く

だ
さ
い

 

設
問
③
「
女
性
の
活
躍
推
進
」
に

 

進
ん
で
く
だ
さ
い

 

設
問

(2
)「

テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
し
て
い

な
い
理
由
」
に
お
答
え
く
だ
さ
い

 

- 
8

 -
 

  

(2
) 

（
1
）
の
設
問
で
、
「
３
」
又
は
「
４
」
と
回
答
し
た
事
業
所
の
み
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

「
女
性
の
活
躍
推
進
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
）
」
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
理
由
は
何
で
す
か
。
（
〇
は
１
つ
）

 
 

3
0
 

既
に
十
分
に
女
性
が
能
力
を
発
揮
し
、

 

活
躍
し
て
い
る

 
1
 

   

 

男
性
か
ら
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

 
5
 

日
常
の
業
務
が
忙
し
い
た
め
、
対
応
す
る

 
 

余
裕
が
な
い

 
2
 

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
手
法
が

 

わ
か
ら
な
い

 
6
 

経
営
者
及
び
中
間
管
理
職
や
現
場
管
理
者
の

 

意
識
が
伴
わ
な
い

 
3
 

そ
の
他
（
具
体
的
に

 

 

   
）

 

7
 

経
費
が
か
か
る

 
4
  

 
④

 
外
国
人
の
雇
用
状
況
に
つ
い
て

 

 

(1
) 
貴
事
業
所
に
お
け
る
外
国
人
の
雇
用
状
況
（
技
能
実
習
生
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
留
学
生
等
を
含
む
）
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
（
〇
は
１
つ
）

 
 

    
 

 

(2
) 

(1
）
の
設
問
で
、「

１
」
又
は
「
２
」
と
回
答
し
た
事
業
所
の
み
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

 
 
「
外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る
」
又
は
「
今
後
は
外
国
人
の
雇
用
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」
理
由
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

（
該
当
す
る
も
の
す
べ
て
に
〇
）

 
 

3
2
 

海
外
展
開
や
観
光
客
へ
の
対
応
な
ど
、
外
国
語
の
ス
キ
ル
を

 

有
し
た
人
材
が
必
要
だ
か
ら

 
1
 

高
度
な
技
術
・
知
識
（
外
国
語
以
外
）
を
有
し
た
人
材
が

 

必
要
だ
か
ら

 
2
 

日
本
人
の
労
働
者
が
雇
用
で
き
な
い
か
ら

 
3
 

人
件
費
が
削
減
で
き
る
か
ら

 
4
 

そ
の
他
（
具
体
的
に
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

 
）

 

5
 

調
査
項
目
は
以
上
で
す
。

 
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

3
1
 

雇
用
し
て
い
る

 

 1
 

雇
用
し
て
い
な
い
が
、
今
後
は
雇
用
を
検
討
す
る

 

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る

 
2
 

現
在
、
雇
用
し
て
い
な
い

 

今
後
も
雇
用
の
予
定
は
な
い

 
3
 

設
問

(2
)に

お
答
え
く
だ
さ
い

 

設
問
は
こ
こ
で
終
了
で
す

 


